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資 料 1

警戒区域、避難指示区域等の見直しに係るこれまで経過について

成 23年 3月 12日

・東京電力福島第一原子力発電所の半径 2

示区域Jに設定される。

Okmの 地域が「避難指

成 23年 4月 22日

・東京電力福島第一原

域」に設定される。

子力発電所の半径 20 kmの地域が「警戒区

成 23年 12月 26日

・東京電力福島第一原子力発電所「ステツプ2の完了を受けた警戒

区域及び避難指示区域の見直 しに関する基本的な考え方及び今後の

検討課題」が示される。

・警戒区域、避難指示区域等 (計画的避難区域含む。)の見直しを行

うことが決定となる。

1平成21■ 4月 16日 |

・警戒区域め解除、新たな避難指示区域 (避難指示解除準備区域

居住制限区域・帰還困難区域)が設定となる。

1平成 24年 3月 30日
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避難指示区域の見直しに保る基本的考え方

①設定の基準

避難指示解除準備区域 (20ミリシーベルト/年以下 )
空間線量率が3.8マイクロシーベルト/時以下

居住制限区域 (20ミリシーベルト/年超 50ミリシーベルト/年以下 )
空間線量率が3.8マイクロシーベルト/時超 9.5マイクロシーベルト/時以下

帰還困難区域 (50ミリシーベルト/年超 )
空間線量率が9.5マイクロシーベルト/時超

②使用データ
航空機モニタリング結果を平成24年 3月 31日 時点に補正した線量データを用いる。

③区域見直しの単位

ア)新たな避難指示区域は、大字又は小字単位で設定する。

イ)字内に複数の線量基準を満たす地域がある場合には、以下の方向で十分に協議

の上、決定する。

川
;讐謙彗≧整認輩ξЪttξ鮒鷺譜馬腱弱訴紅ヂf翌霜

よ
.飾

指す。

B)道路や川など物理的に確認できる目印を区域境界として用いる。
職
聯
:

日
、



資 料

"
指 示

平 成 24年 3月 30日

南相馬市長 殿
写)福島県知事 殿

平成 23年 (2011年 )福島第一原子力発電所
事故に係る原子力災害対策本部長

東京電力株式会社福島第一原子力発電所において発生 した事故に関 し、原子力災害

対策特別措置法 (平成 11年法律第 156号 )第 20条第 3項に基づき、下記のとお
り指示する。

記

1.南相馬市における平成 23年 3月 12日 の原子力災害対策本部長指示により避難
のための立退きを求めた東京電力株式会社福島第一原子力発電所から半径 20キ
ロメー トル圏内の区域 (前面海域※を含む)及び平成 23年 4月 22日 の原子力災
害対策本部長指示により設定された計画的避難区域については、平成 23年 12月
26日 に原子力災害対策本部において決定 した「ステップ 2の完了を受けた警戒区
域及び避難指示区域の見直しに関する基本的考え方及び今後の検討課題について」

を踏まえ、平成 24年 4月 16日 午前 0時をもつて別紙のとお り①避難指示解除準
備区域、②居住制限区城及び③帰還困難区域に見直し、各々の区域の居住者等に対

してその旨周知するとともに、引き続き避難を継続 させること。

2.南相馬市における平成 23年 4月 21日 の原子力災害対策本部長指示により設定
された警戒区域 (前面海域※を含む)については、平成 23年 12月 26日 に原子
力災害対策本部において決定した「ステップ 2の完了を受けた警戒区域及び避難指

示区域の見直 しに関する基本的考え方及び今後の検討課題について」を踏まえ、平

成 24年 4月 16日 午前 0時をもつて解除 し、居住者等に対 してその旨周知するこ
と。

※ 南相馬市と浪江町の陸地の境界線と海岸線 との交点の緯度 (北緯 37度 30分 4
9 6秒 )よ りも北側の海域であって、東京電力株式会社福 島第一原子力発電所
かゐ半径 20キ ロメーートル圏内の海域をい う。
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<参考>新たな避難指示区域設定後の区域運用の整理

区域の運用について区域の基本的考え方

主要道路における通過交通、住民の一時帰宅(ただし、宿泊は禁

止)、 公益目的の立入りなどを柔軟に認める。

ア)製造業等の事業再開(病院、福祉施設、店舗等居住者を対象

坊舗 5轟琴瀾 還、燿鵡 β螂 異脚
｀

悪駐鶏身    舎色煤   管理など放射
※稲の作付け制限及び除染の状況を踏まえて対応

①

②

③

避難指示解除

準備区域

年間積算線量20ミリシーベルト以下と

なることが確実であることが確認された

地域

基本的に現在の計画的避難区域と同様の運用を行う。

壁員『吾すR福丁善要鷲記税 ぜ碧驀碗モ:公
益目的の

区域境界において、バリケードなど物理的防護措置を実施し、住

民に対して避難の徹底を求める。

フオ淵 議噺
皇重鑽 翼1嚇 β訳 淫 違季需

護装備の着用を徹底する。

①

②

①

②

居住制限区域

年間積算線量が20ミリシーベルトを超

えるおそれがあり、住民の被ばく線量

を低減する観点から引き続き避難の継

続を求める地域

帰還困難区域

5年間を経過してもなお、年間積算線

量が20ミリシーベルトを下回らないお

それのある、現時点で年間積算線量が

50ミリシーベルト超の地域 聴

職
鞭
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警戒区域 計画的避難区域
＼ 区名。大字名 避難指示解除準備区域 居住制限区域 帰還困難区域

1 小高区片草 全部
全部

全部
小高区小高 全部

全部
小高区大井 全部

全部
小高区塚原 全部

全部
5 小高区仲町 全部

全部
小高区田町 全部

全部
小高区関場 全部

全部
小高区西町 全部

全部
小高区上町 全部

全部
10 小高区東町 全部

全部
小高区南町 全部

全部
小高区大町 全部

全部
小高区本町 全部

全部
小高区南小高 全部

全部
小高区福岡 全部

全部
小高区水谷 全部

全部
小高区泉沢 全部

全部
小高区岡田 全部

全部
小高区村上 全部

全部
20 小高区角部内 全部

全部
小高区蛯沢 全部

全部
小高区井田川 全部

全部
小高区浦尻 全部

新 たな避 難 指 示 区域 の 一 覧

※用字のうち、「迫」のシンニユウはL(エンニユウ)で外字作成

闘

譜
ふ



１
０
１

＼ 区名・大字名 避難指示解除準備区域 居住制限区域 帰還困難区域 警戒区域 計画的避難区域

24 小高区下浦 全部 全部

小高区女場 全部 全部

小高区耳谷 全部 全部

小高区行津 全部 全部

小高区上浦 全部 全部

小高区神山
池ノ沢、馬場前、馬場下、堂平、神山

下ξ竹ノ町、土橋、長畑、藪倉、大豆

谷、砂子町、藤右工門屋敷
鯖沢、蛇クキ、松ヶ沢 全部

小高区上根沢 全部 全部

小高区小屋木 全部 全部

小高区吉名 全部 全部

小高区藤木 全部 全部

小高区飯崎 全部 全部

小高区大田和
下川原、川原、西田、前田、浜井場、

広畑、舘越、上新田、下新田
白根、中ノ内、南川原、中里 全部

小高区川房 全部 全部

小高区金谷 北原、作迫、若林、天梅、東、沼尻

西田、柳迫、神田、南ST野、北ST野、

下£T野、西、南、北、上、鼠内、向

田、東川原、西内

小畑、ドウケ、出戸匿

船、野中
全部

小高区北鳩原 全部
全部

小高区南鳩原 全部
全部

40 小高区小谷 全部
全部

41 小高区大富 蛇バミを除〈全部 蛇バミ 全部

ス
， 小高区羽倉 全部

全部

43 原町区雫 ネ由5訳 袖原
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＼ 区名・大字名 避難指示解除準備区域 居住制限区域 帰還困難区域 警戒区域 計画的避難区域

44 原町区小浜 間形沢を除く全部 間形沢を除く全部

力
十 原町区下江井 全部 全部

原町区小沢 全部 全部

47 原町区堤谷 全部 全部

48 原町区江井 全部 全部

原町区米々沢 全部 全部

50 原町区大甕 田堤、森合、森合東、観音前 田堤、森合、森合東、観音前

原町区高

町田、北ノ内、山梨、高田、北川原、

権現壇、原、鍛冶内、舘ノ内、弥勒

堂、薬師堂、御稲荷、中平、大久保

前、花木内、高林

町田、北ノ内、山梨、高田、北川原、

隆現壇、原、鍛冶内、舘ノ内、弥勒

堂、薬師堂、御稲荷、中平、大久保

前、花木内、高林

原町区小木迫 全部
全部

原町区鶴谷 全部
全部

54 原町区片倉 行津 行津

原町区馬場 五台山、横川、薬師岳
五台山、横川、薬師
岳

原町区高倉 助常、吹屋峠、七曲、森、枯木森
助常、吹屋峠、七

曲、森、枯木森

原町区大原 和田城
和田城

国有林磐城森

林管理署

2004林班、2005林班、2007林班
から2017林班、2029林班、2048
林即I、 2055林班、2095林班及び2
130林班

2006本卜]斑、2018布卜IIから2028
羽ヽ1旺、2030布卜】Лから2047市卜】班、2
049林班から2054林班、20o6林
班から2063林班、2065林班、20
76林班から20フ 8林班、2088林班
の一部、2089林班、2090林班及
び2096林班から2102林班

2064林班、2066
林班から2075林
班、2079林班から2
087林班、2091林
班から2094林班及
び2104林班から21
09林班



資 料 5
警戒区域解除後の立入り時の注意事項

■立入 りについて

◎立入 りは自由にできますが、宿泊は禁止です。

◎防犯のため、出入 リゲー トは、現在 と同 じ3ヶ所の検間ゲー トとなります。

① 国道 6号 (原町区大甕地内 )

② 旧国道・県道浪江鹿島線 (原町区鶴谷地内 )

③ 山麓線 口県道相馬浪江線 (原町区片倉地内 )

現在、設置されているパリケー ドはそのままとなります。

◎区域内では、多くの警察官が巡回しており、職務質問されることも予想されます

が、防犯のためですので、ご理解願います。

◎浪江町では、警戒区域の指定が継続されていますので、立ち入ることはできませ

ん。南相馬市と浪江町の境界にバリケー ドが設置されています。

◎貴重品等は、防犯上、できるだけ自宅に置かないようにしてください。

盗難や不審者を発見したら、警察へ連絡してください。

▽連絡先  南相馬警察署  0244-22-2191
小高交番    0244-44-2029

※緊急時は「 110番 」してください

■火の取り扱いについて

消火栓が使用できないため、火気の取扱いには十分注意 してください。

日外でのたき火、野燿きは饉業です。

火事を発見した場合、「 119番 」してください。
その他、消防に関することについては、

▽連絡先  小高分署   0244-44-2212
南相馬消防署 0244-22-2186

■地域見守リパ トロールについて

地域見守り隊を編成して、月曜日から土曜日は夜間の 16時間、日曜・祝日は 24

時間のパ トロールを行います。

▽小高区市民福祉課  0244-24-5797

■道路について

道路は、路肩が崩れたり、路面が陥没した個所がたくさんありますので、十分注意

して通行 してください。

▽小高区産業建設課  0244-24-5792
▽土木課       0244-24-5258
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■電気の手続きについて

電気の使用開始や契約の廃止、変更については、東北電力に連絡 し
てください。個

別送電の依頼は 4月 18日 より0120-175-366へ 連絡 してください。

▽連絡先  東北電力‖   0120-175-266(引 越 し、アンペア変更 )

0120-175-366(停 電の問合せ )

0120-175-466(そ の他の問合せ )

■電話の手続きについて

電話・インターネッ トの復旧・故障修理については、東日本電信電話Ⅲ
に連絡 して

ください。

▽連絡先

電話の復旧等 1113(携 帯電話か らは 012-444-113)

インターネッ ト (フ レッツ光)の復旧等 10120-000-113

■水道について

しばらくの間、水道の給水はできませんので、
ペツ トボ トルなどの飲料水を持参 し

てください。

なお、今後水道の復旧工事のため本管に水を通す ことにな りますが、宅地内
で水が

噴出する恐れがありますので、立ち入りの際には、水道メーター
の近 くにあるバルブ

を開めていただきた くご協力お願いします。

▽水道課     0244-24-5271
0244-24-5272

■丼戸水について

井戸水の放射線量の検査等は、国が行 う予定ですが、現在、準備を進め
ているとこ

ろです。

▽生活環境課   0244-24-5231

■下水道について

しばらくの間、下水道は使用できませんので、区役所及び各小学校等に設置する仮

設 トイレをご利用 ください。

なお、仮設 トイレの設置箇所については 4月 15日 の広報等でお知らせいた します。

▽ (下水道関係)下水道課   0244-24-5273
▽ (仮設 トイ レ関係 )Jヽ高区地域振興課  0244-24-5792

クリーンセンター  0244-24-0063

■浄化槽について

浄化槽は、保守点検業者等に汚泥等の状態の確認を受けてから使用
して ください。

<し 尿・浄化槽汚泥の収集運搬の問合せ >

▽ 原町区内 :(株)昭和衛生センター  0244-22-5134

▽ 小高区内 :小高清掃 (有)0244-44-3044
▽ 下水道課  0244-24-5273
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■除染について

警戒区域又は計画的避難区域に指定されていた地域の除染は、国が行います。現在、

準備を進めているところです。

▽環境省福島環境再生事務所  024-573-7330
▽環境省福島環境再生事務所浜通 り北支所  0244-26-9912
▽除染対策課  0244-24-5257

■家庭 ごみについて

警戒区域内にある家庭ごみ (廃棄物)は、国が処理・処分 しますので、持ち出すことな

く、仮置場が設置 されるまで、敷地内又は屋内で保管 してください。なお、立ち入 り

の際に持ち込んだペッ トボ トル等のごみは、お持ち帰 りください。

▽環境省福島環境再生事務所  024-573-7547
▽環境省福島環境再生事務所浜通 り北支所  0244-26-9912
▽生 ,舌環境課     0244-24-5231
▽小高区市民福祉課  0244-24-5797

■災害がれきについて

津波や地震で被災 した家屋等の撤去は、国が行 う予定です。

なお、家屋倒壊の可能性が高いなど安全確保の観点か ら緊急の対策が必要 と考えら

れる家屋等については、国と調整 しますので別途 ご相談 ください。

▽環境省福島環境再生事務所  024-573-7547
▽環境省福島環境再生事務所浜通 り北支所  0244-26-9912
▽生活環境課   0244-24-5231

■野生化 した家畜、ベツ トについて

野生化 した家畜、ペッ トは、人に危害を加える場合もありますので、見つけたらあ

まり近づかず、次の機関へ連絡 して ください。

▽ (家畜)相双家畜保健衛生所   0244-24-3451
▽ (ペ ッ ト)相双保健福祉事務所   0244-26-1351

■り災証明について

災害で損壊 した家屋についての「り災証明書」は、現地にて第 1次調査 (外観 目視

調査 )を行つた後に発行 します。
▽税務課   0244-24-5227

災害対策に目する構含憲ロ

▽南相馬市災害対策本部事務局  0244-24-5232
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日時点の線量分布 (2月 の航空機モニタリング結果を基に予測 )
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